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注１１渡遇恵太署『融けるデザインーハー

ド×ソフト×ネット時代の新たな設計

論』ビー・エヌ・エヌ新社、２０１５年

・注１後濯武〈佐々木正人、深津直人箸『デ

潟蝉慧;薫iik鱒…
注2環境が人に与える行為の可能性のこと

です。
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学びを深めるために勧める８冊の書籍最終回

に読んでおいてほしい１冊です。人

本コラムは今回で最終回です。．
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マデザインの生態学マアフォーダンス入Fヨ 亨誰のためのデザイン？

誰のためのﾃｻﾐｲﾝ？
認知１１学識Dデザｲ癖誌録′

▽かくれた次元

｜かくれた次元
方向を予測し、今必要進化 なことを知るの

§
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首|を中心に発想する基本がここにあ

うとらえるかが書かれています。人

学びを深めるために

8綴の書籍

勧める
息
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▽融けるデザイン

、陣滝匹Ｌｊｌ方閲翻

ります。

③認知的道具のヂザｲﾝ潅７

こちらは専門書なのですが、人間

が道具やある環境を利用し、あるタ

スクを遂行するときにどのようにそ

の環境を利用しているのかを研究し

注5DonNorman箸／野島久雄訳r誰の

ためのデザイン?－認知科学者のデ

ザイン原論』新曜社、1990年

注６DonNorman署／佐伯畔監訳.／岡本

明､八木大彦､藤田克彦､崎田敦夫訳『人

を受くする道具一ソフト．テクノロ

ジーの心理学』新昭社､1996年

注7加藤浩､有元典文絹著r認知的道具の
デザイン.,金子窪房、2001年
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本コラムもこれで最終回となりま

した。そこで今回は､筆者がＵＩやＵＸ

について学んできた中で、個人的に

印象に残った書籍を紹介します。み

なさんの今後の学びを広げていくた

諾.篭

⑲誰のためのデザイン?注５｣eromeGibsonの生態心理学につい

ての佐々木正人氏による解説や、深

潔直人氏との対談があり、デザイン

と生態心理学の関係性を学べます。

また後藤武氏による建築との関係に

ついての解説も収録されています。

デザインは見た目だけではないと

いう発想を知るのにちょうどよいと

思います。
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が、だいたい最初に紹介される

NoImanの本です。定番であるだけ
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た事例集です。うまくタスクを遂行

する能力は、うまく環境を作る能力

だと気づかされます。
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めの参考となれば幸いです『 工物と人とのインタラクションをど ＴｈＩｎ罪Ml1E
圃幽１Ｆ加も唖ｍユロＴ

人間と道具を考えるうえで学ぶこと

亀デザインの生態学注’

アフォーダンス注ﾕを生んだ｣aｍｅｓ

，

ＵＩやＵＸを学ぶうえで、心理学的

な考え方が垂要になります。しかし

エンジニアやデザイナからすれば、

心理学は縁遠い分野だと思います。

しかもＵｌで使われる心理学は、テレ

ビで紹介されるような心理テストの

ようなものではなく、認知心理学や

羅鴬鴬麗:鰯編
｜しようし、そもそも心理学という領

=＝．域がどのようになっているかすらわ
からないと思います。

ここで紹介するのは｢人は人工物や

，環境の前でどのような振る舞いをす

’禰撚鮮知や行篇に。

色かくれた次元注４

ブロクセミックスという対人空間

距離が国柄、文化によって変わると

いう話で有名な本です。ここでも

Gibsonの生態心理学が紹介されてお

り、人工物や対人との関係性を考察

するうえで示唆に富んだ本です。イ

ンタラクションの基礎とも言えます。

注3佐々木正人薪rｱﾌｵｰダﾝｽ入門

一知性はどこに生まれるかJ脳談社､

2008年

注4Edwa｢dTZHall箸ソ日高敏隆､佐藤信

行訳『かくれた次元』みすず審房、
１９７０年

コンピュータの万

翁アフオーダンス入門達３

もう少し深くアフォーダンスにつ

いて学びたい人向けの読み物です。

人間や動物の知性がそれ自身に内在

するのではなく、環境に分散して存

在していることを感じさせてくれる

1冊です。デザインという視点で読

むとおもしろく読めると思います。

③人を賢くする道具注６

『誰のためのデザイン？.Ｉが有名な

Ｗｚ虫ｴ現

⑲融けるデザイン注'’

手前味噌ですが拙著です｡人間に

とってのコンピュータの歴史的経緯

一方で、同じＮｏｒｍａｎの本でもこち

この分野

ラムという形式のため、毎回異なる

テーマを簡単にしか説明できません

でした。ですからぜひこれらの本を

らはあまり紹介されないのですが、

4鱈
の多い１冊です。人間中心に物を設 を踏まえながら、

蕊
参考Ｉこしてみてください。

愚生態学的視覚論法８

こちらもGibsonの著書です。内

容は難解な部分もありますが、環境

と人の関係性が詳細に記述してあり、

世界に対する感覚や視点が大きく変

わる１冊です。Gibsonの著書は、こ

のほかに､『視覚ワールドの知覚』注，、

『生態学的知覚システム』法１０という書

籍が出ています。

注８」amesjemmeGibSon署／古崎敬、古

崎愛子､辻敬一郎、;村瀬異択『生態学

的視覚論』サイエンス社、1985年

注９束山篤規､竹漂智美､村上嵩至訳ｒ視

覚ワールドの知覚』新曜社、２０１１年

注１０佐々木正人、古山宜洋、三嶋博之監

訳『生態学的知覚システムー感性を

とらえなおす』東京大学出版会、２０１１

年

能性を目の前にこれからどうデザイ

ンするかについて考えていく本です。

本コラムでも紹介してきたiPhoneの

気持ち良さ、自己帰属感といった道

具の透明性を議論しながら、情報が

どのように身体と近づくのかを考察

していきます。また､情報の道具化、

環境化として、ブラウザ以外の方法

でインターネットと接するあり方に

ついても考察しています。

計することについて|･誰のためのデザ

イン？』以上に示唆に富む内容だと思

っています。

の歴史は浅く、ＵＸというキーワード

がバズワード化し混乱が起きるのも、

さまざまな人が独自の視点で新しい

プラットフォーム、新しい方法をリ

アルタイムで試行錯誤しているから

です。みなさんは最先端にいること

を自負しながら、ぜひ学びを言語化

し共有していってほしいと思います。

なぜならそれが、いつの日か学問の

一部を成すからです｡

さらに筆者としては、Ｗｅｂやスマ

ートフオンのＵ{デザインだけではな

く、これまで見たことのない新しい

体験を作るメディア(インタフェー

ス)自体の発明にも挑戦していってし

てほしいと願っています｡Ｗ麹




